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　フラスコモ（Nitella）は明治期にフラスモと呼ばれたが，牧野（1910．植物学雑誌 24: 343–344）が『ふらすもハふ
らすこもノ誤ナリ』としてフラスコモに “訂正” した。さらに，具体的な言及は避けつつフラスコモと呼ばれた証拠の存在
を示唆した（牧野 1916．植物研究雑誌 1: 35）。最近，山ノ内・加藤（2021．藻類 69: 71–78；2022．藻類 70: 135）は，
命名者が吉田雀巣庵（1805–1859）で「フラソコ／西洋壜」の色（当時は緑色）に基づいて命名したことと，元来フラ
スモと呼ばれた可能性を指摘した。しかしフラスコモで
はなくフラスモとされた理由は不明のままだった。
　牧野（1916）はまた「ふらすもノ名ノ意義甚ダ解ス
ベカラズ」と述べたが，実は江戸後期の俗語辞書『俚言
集覧』（太田全斎編。1800年頃成立）に「フラス　硝子
罎 蛮詞也 ふらすことも云」とある（ことわざ研究会監
修 1993．『俚言集覧 自筆稿本版 第八巻』 p. 105）。フラ
スコは一部でフラスと呼ばれていたわけだ。「フラス色
の藻」であればフラスモで意味が通じる。すでに定着し
たフラスコモの名を今更フラスモに戻すべきとは思わな
いが，フラスコモに改名してしまったのは牧野の勇み足
だったかもしれない。
　なお余談ながら，『増補 俚言集覧』（1899–1900年刊）
は牧野も所蔵していた（高知県立牧野植物園編 1983．『牧
野文庫蔵書目録（邦文図書の部）』）。

『増補 俚言集覧』（村田ら 1899［上・中］，1900［下］．筆者蔵）．本
書の刊行以前，『俚言集覧』は写本でのみ知られた．左，書影．右，「ふ
らす」の項目（下巻 p. 262）．自筆稿本とは字体など僅かに異なる．




